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1.はじめに

白頭山 (Baitoushan/Paektushan)は,中華人民共和国 (中国)と朝鮮民主主義人民共和

国 (北朝鮮)の国境にあり,中国側では長白山 (changbaishan)とよばれる.10世紀ごろ

の巨大噴火による白頭山一苫小牧テフラ (BITm)は,北海道,東北北部にまで分布して

いる (図1:町田ほか,1981;Machidaetal.,1990;町田,1996).このB-Tmをもたらし

た噴火は,プリニー式噴火による白頭降下軽石 (B-pfa)と,これに続く大規模火砕流噴

火による長白火砕流堆積物 (C-pfl)からなると考えられている (Machidaetal.,1990;町

田 ｡白尾,1998).火山ガラスの化学組成については,B-pfaは均一な珪長質であるが,

C-pfl以降ではsi02の含有量が 65-75%と広範囲にばらついている (Machidaetal.,1990).

北海道や東北北部に分布する降下火山灰でも同様の不均一性が認められることから,C-pfl

のco-ignimbriteash-fa11であると考えられている.なお,Machidaetal.(1990)ではC-pfl

の上位に円地降下軽石 (E-pfa)と白山火砕流堆積物 (F-pfl)が記載されているが,町田 ｡

光谷 (1994)はF-pnをC-pflの一部に,E-pfaをAD 1702の噴火記録に対比している.こ

のB-Tmの体積は,96±19kn 3と算出されている (HornandSchmincke,2000).また,

東北地方ではB-Tmの1-3cm下位に,十和田カルデラから噴出した十和田aテフラ (Vo-

a)が分布しており, 『扶桑略記』に記述されたAD915の出羽国 (現在の秋田県と山形県)

での降灰に対比されている (町田ほか,1981).

町田 (1992)は,白頭山の周辺で繁栄していた潮海国の滅亡 (AD926)の背景にB-Tm

をもたらした巨大噴火の影響があった可能性を指摘している.そのため,B-Tm の正確な

年代決定はきわめて重要であり,その後も,年輪年代法 (町田｡光谷,1994;光谷,2001),

年縞編年学 (福沢ほか,1998),史料による推定 (早川 ｡小山,1998;赤石ほか,2000),

14Cウイグルマッチング (HornandSchmincke,2000;中村ほか,2000)など,数多くの年

代学的研究が試みられている.本稿では,それぞれの手法の特徴をふまえてこれらを整理

して,B-Tmの正確な年代決定について検討する.
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2.これまでの研究

図1 B-Tmの分布図 (町田 ･新井,1992)

2-1.年輪年代法

白頭山の北山麓に分布する長白火砕流堆積物 (C-pfl)には,炭化樹幹 (長自力ラマツ,

チョウセンマツ)が多数産出している (町田･光谷,1994;光谷,2001).現生標本の年

輪パターンの検討により,長自力ラマツでは試料相互の相関関係が高いことから,年輪年

代法に適していると判断されている.さらに,この長自力ラマツと青森県下北半島産のヒ

ノキアスナロ (ヒノキ科)の標準パターンには,有意な相関関係が認められている.これ

までのところ,下北半島産のヒノキアスナロの暦年標準パターンは,AD924からAD1325

までが作成されているが,C-pflの年輪年代法による年代決定には,さらに7世紀まで遡

る必要があるという.なお,樹皮をもつ炭化樹幹 (チョウセンマツ)の最外年輪の木材組

織の顕微鏡観察から,成長を止めていた冬期から春期にかけての季節に噴火がおこったと

推定されている (町田｡光谷,1994;光谷,2001).

2-2.年縞編年学

福沢ほか (1998)は,青森県小川原湖の湖底堆積物にみられる年縞と火山灰 (To-a,B-

Tm)を観察して,2枚の火山灰の間 (厚さ7cm)に22枚の明暗ラミナセットを確認して

いる.To-aがAD915に降灰した (町田ほか,1981)として,B-TmはAD937の春からAD

938の春～夏?に降灰したと推定されている.また,明暗ラミナ2セットが1年間で堆積

する例がわずかながら知られている (福沢,1995).その場合には,AD915の11年後で

あるAD926にB-Tmの噴火があったということになる (福沢ほか,1998).
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小川原湖での B-Tmの火山ガラスには,下位から上位に向かって苦鉄質-珪長質の変化

が認められ,Machidaetal.(1990)のEpfa以降の組成変化に対応する可能性が考えられ

ている (福沢ほか,1998).E-pfaは,既述のようにB-pfaおよび C-pflとは別の休止期を

挟んだ後世の噴火によると考えられている (町田･光谷,1994;町田｡白尾,1998).こ

のE十pfaをAD937-938の噴出物とすれば,B-pfaおよびC-pflの噴出はAD926以前まで

遡る可能性も出てくる.ただし,より規模の小さな E-pfaのみが広域に分布する可能性は

きわめて低いであろう.どちらにしても,今後,白頭山近傍でのテフラ層序と火山ガラス

の化学組成の変化傾向を詳しく検討して,各ユニットの対比を確実にしていく必要があろ

う.

2-3.史料による推定

これまでのところ,白頭山の 10世紀ごろの巨大噴火を直接記述したものは知られてい

ない.早川 ｡小山 (1998)は,AD946にかなりの鳴動があったという 『高麗史』などの

記述と, 『興福寺年代記』に946年 11月に奈良付近で降灰したという記述 (木村,1978)

を,東南東方向に分布軸をもつ (町田･白尾,1998 ;HomandSchmincke,2000)白頭降

下軽石 (B-pfa)の噴出に対比される可能性を指摘している.ただし,奈良周辺に分布す

るテフラそのものは検討されていない.奈良県と三重県の県境に位置する池ノ平湿原では,

深度26cm付近に厚さ1cm程度の火山灰があり, 『興福寺年代記』のAD946に降灰した

という記述に相当する可能性が既に指摘されていた (松岡はか,1983).この火山灰を採

取して B-Tm に対比できる可能性を検討したところ,斑晶鉱物として斜長石,石英,イル

メナイトが認められ 火山ガラスの化学組成もB-Tm のそれとは一致しない (和田恵治,

私信).なお,この付近はAD838に伊豆諸島の神津島から噴出した天上山テフラ (Iz-Kt)

の降灰域内にあることが 『続日本後紀』の記載から推定されており (杉原ほか,2001),

この Iz-Ktに対比される可能性もある.今後の課題である.早川 ･小山 (1998)は,翌年

2月に 『貞信公記』や 『Ej本紀略』に記載された雷鳴を長白火砕流 (C-pfl)の噴出に対比

して,北海道,東北北部のB-Tmもこのときに降灰したものと推定している.

一方,赤石ほか (2000)は, 『日本紀略』の記述にもとづいて,939年 1月に遠方での

爆発による空震があったと推定し,これをB-Tmの噴火によるものと考えている.

2-4.14Cウイグルマッチング

白頭降下軽石 (B-pfa)や長白火砕流堆積物 (cIPfl)に含まれる樹幹について,これま

で多数の14C年代が報告されている.C-pflから採取された炭化樹幹について,1050±70BP,

1120±70BP(越,1981)および1410±80BP(Zhao,1987)の14C年代が得られている.

また,根本ほか (1998)は南東麓のBpfaから直立樹幹 (カラマツ)を採取し,1150±60BP

と1300±50BPの14C年代を得ている (田中ほか,1998).
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HornandSchmincke(2000)は,白頭山の南東麓の BIPfaから採取した樹皮つきの直立

樹幹を用いて14Cウイグルマッチングを行い,969±20calADと求めている･ただし,ウ

イグルマッチングに用いた樹幹の年輪数や 14C年代値など,詳細は記載されていない･一

方,Dunlap(1996)は,ほぼ同じ試料と方法によって 1039±18calADの年代を得ており,

H｡rnandSchmincke(2000)の結果とは約70年の違いがある.また,中村はか (2000)も

14Cウイグルマッチングを試みている (図2).B-Tmの噴出年代をAD937としても大き

く矛盾しないが,年輪数が30枚と少ないため具体的な年代決定には至っていない･なお,

stuiveretal.(1998)の暦年較正データ (INTCAL98)は10年単位であり,正確な年代決

定のためには1年単位の暦年較正データを準備する必要がある.
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図2 炭化材の最外年輪をAD937にした場合のINTCAL98との比較 (中村ほか,2000)

3.まとめと今後の展望

このように B_Tm の噴出年代について,多数の研究がなされている.得られた (較正)

暦年代は,力LD926,937-938,939,947-948,969,1039などであり,100年を越える

範囲にばらついている.これらはどれも決定的ではない.また,いくつかの研究では,To-a

の年代がAI⊃･915であることが前提になっているが, 『扶桑略記』はTo-aの噴火を直接記

述したものではない.ただし,秋田県大館市でのTo-aに伴う泥流堆積物中の埋没家屋 (赤

石,1999)の建材 (最外年輪の保存されている杉板)の年輪年代 (すなわち伐採年代)は

AD912であり,To-aの噴火はそれ以降におこったと推定されている (赤石ほか,2000)･

史料による噴火年代の推定では,噴火現象と史料との対応がずれることがあり,堆積物の

14C年代もあわせて,その対比の妥当性を検証する必要がある (奥野,2001など)･

-198-



泥炭層の 14C 年代を用いて,挟在するテフラの較正暦年代を求めることができる (例え

ば,奥野,2001).筆者らは,既に森吉山 (熊井はか,2001)や大雪旭岳 (和田ほか,2001)

において B-Tmが挟在する泥炭層を採取しており,同様の方法によって B-Tm とその下位

のTo-a,上位の摩周b(Ma-b)をセットにして,その噴出年代で絞り込む予定である.
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AreviewonchronologlCalstudyoftheBITmtephra
●

MitsuruOKUNO

(DepartmentofEar仙SystemScience,FukuokaUniversity)

Abstract

ThispaperprovidesareviewonchronologicalstudyoftheBaitoushan-Tomakomaitephra(B-Tm).

Varioustechniques(dendrochronology,varvechronology,historicaldocumentsand14Cwiggle-

matching)havebeenappliedforthehigh-accuratedatingofthetephra.However,Theseresultsare

scatteredbeyond100years(fromAD926to1039)･Therefore,eruptionageoftheB-Tmisstill
unfixed.

Keywords:Baitoushan-Tomakomaitephra(B-Tm),dendrochronology,varvechronology,historical

documentsand14cwiggle-matching
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